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読者のなかには、すでに個人のホームページを持っている、またはこれから持ちたいと思っている方は多いだろう。
しかし、せっかく作ったホームページなのに、
更新が面倒だったりアクセス数が少なかったりで、ほったらかしにしているオーナーもいるはずだ。
そこで今回の集中企画では、できるだけ多くの時間と情熱を魅力あるコンテンツ作りに使えるように、
ページの更新作業の手間や引っ越しの難しさを、できるだけ少なくするためのテクニックを解説していく。

■執筆
山田貞幸、レスキュー、白畑 真
インターネットマガジン編集部
illust : Nanba Hiroko

ドンと来い！更新、引っ越し
集中企画

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1998/8 245

る。より良いホームぺージを作るためには、保

守・管理などにかかる労力をできるだけ少なく

して、その分の時間を創造的なことに使いたい。

ホームページ管理の基本は、「ファイル管理」

にある。サイト内のどのファイルが、どこで何

のために使われているかを把握し、リンクの不

備をチェックし、不要なファイルは削り、必要

なファイルが紛失していたら修復する。こうい

った作業を、ローカルマシンとプロバイダーに

あるウェブサーバーの両方に行わなければなら

ない。

加えて、ローカル側の作業としては「用語統

一の管理」、「使用画像のサイズ・形式の管理

（GIFはインターレース化するか、しないかな

ど）」、「HTMLソースの書式管理、スペルミス

チェック」などがある。

また、ウェブサーバー側では、容量制限や特

殊な操作性（UNIXに慣れている人なら問題は

少ないだろうが）、回線などの問題があり、管

理にはけっこうな手間がかかる。

いま挙げた項目を1つ1つ自分の目で点検し

ていては、それだけホームページを作る時間が

なくなってしまう。こういった管理作業は、便

利なツールにまかせたり、最初に自分のルール

を作っておいたりといった方法で、効率的に済

ませてしまいたい。

そして、余った時間はコンテンツの制作やほ

かのことに割りふり、有意義に使うのだ。

ホームページは作ったら作りっぱなしではなく、更新していかなくてはならない。
その中で「どんなタイミングで、どんな内容の更新を行うか」といった創造的なテクニックを「運営術」とすれば、
それを技術的に支えるファイル管理などのテクニックが「管理術」となるだろう。
効率的な管理は、ホームページの運営を支えるために必要不可欠なものだ。

ホームページは
「更新」が命

一般に、ホームページは常に更新されていく。

読者は更新された内容を楽しみに何度もページ

を見に行き、そうした中で「リピーター」が定

着し、アクセスカウンターも伸び、人気サイト

としての定評を得ていく。作者もそういった状

態を作ることで張り合いが出て、ホームぺージ

作りを精力的に続けていける。

しかし、個人ホームページでは作者の誰もが

毎日更新を行えるわけではない。また時間に追

われての更新では、リンクがボロボロで見せた

いコンテンツが見せられないということにもなり

かねない。そんな不備をなくしてホームページ

作りを楽しく続けるためには、更新の「作業」

をできるだけ減らす効率のよいテクニックを身

につけることが必要だ。

更新のテクニックには、どんなタイミングで、

どんなコンテンツを、どんな味付けをして発表

するかという創造的な側面と、どのようにして

ファイルを管理し、ミスをチェックし、作業を

効率化するかという技術的な側面がある。前者

が「作成・運営術」、後者が「管理術」とな

るわけだ。本誌では連載の「Tips & Tricks」

のほか、これまでにも特集などで「作成・運営

術」は取り上げてきた。そこで今回は、「管理

術」にポイントを絞り、さまざまなテクニック

を紹介していきたい。

ホームページの
管理を効率化
しよう
個人の場合、ホームページの保守・管理から

企画・制作まで、自分1人が担当することにな
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引っ越しのお知らせは
シグネチャーを使うと
効率的です

「ネットサーフレスキュー
Web裏技」の作者
レスキューさん

私はプロバイダーをよく替えるのですが、プロ

バイダーの引っ越しを重ねて思ったのは、すべて

に満足するところはないということです。料金や

サービス、サポートの善し悪し、レスポンスの程

度、CGIの制限など、自分が一番に望むものを

さて、さっそくホームページの管理の仕方を解説しようといいたいところだが、
その前に人気ホームページの作者に管理の必要性とその方法を聞いてみよう。
きっと困ったときに、ここに書かれている情報が役に立つはずだ。

写真は撮った週ごとに
フォルダーを作って
保存しています

「東京トイレマップ」の作者
林　雄司さん

「東京トイレマップ」のネタとして、毎週60枚

くらいデジタルカメラで写真を撮っています。こ

れらの写真は、撮った週ごとにフォルダーを作っ

て保存しています。時系列に整理しているだけで

すが、「あそこのトイレの写真を撮ったときはコー

トを着てたっけ」などと、季節と記憶は結び付い

情報提供のページは
特に更新が重要ですね
「東京のラーメン屋さん」の作者

大崎裕史さん

「東京のラーメン屋さん」は情報を提供するペ

ージなので、特に更新は重要だと考えています。

私のページで更新が必要なコンテンツは2つあり、

1つはランキングやマイベストラーメンといった企

画モノで、もう1つは実食レポートです。掲示板

は、読者が勝手に更新してくれるので大変ありが

ているようで意外に便利です。ほかに、ホームペ

ージの投稿コーナーでは、掲示板のCGIを使っ

て、フォームから投稿してもらった内容がサーバ

ー側の秘密のファイルに溜まるようにしています。

更新するときは、そのファイルを編集すればいい

ので効率的です。初めのころは投稿を電子メール

で受け付けていたため、整理やHTML化するのに

手間取っていました。あとは、転送するサーバー

側のディレクトリーを間違えないように声に出し

て確認することもあります。でも、「臭い、よし」

なんて、夜中に1人で言っていたら不気味なだけ

ですね（笑）。

たく感じています（笑）。毎日更新するのが面倒

だと思っている人には掲示板はおすすめですね。

企画モノは、気が向いたときに更新すればいいの

でわりと時間も取れますが、レポートはつらいで

す。そのつらさのためにラーメンを食べる杯数を

減らそうかと思うくらいです（笑）。「やらなきゃ」

と一番思うときは、読者から「がんばってくださ

い」とか「楽しみにしてます」というメールをい

ただいたときです。こういう励ましがあってなんと

か今まで続いてる、そんな感じです。

優先することが大切です。深夜に混雑するのはあ

る程度仕方がないと思いますが、私の場合はプロ

グラムの設計作業に支障をきたすので困ってしま

います。そんなときは、小さな地域密着型のプロ

バイダーを利用することもあります。また、引っ

越しを知らせる方法として、電子メールのシグネ

チャーを使うと効率的です。引っ越しのお知らせ

は重要で、お知らせのためだけに1か月間退会を

遅らせることもあります。日々の管理や更新は、

自営業ということもあって時間さえあればプログ

ラムの設計やバージョンアップなどをしています。

東京トイレマップ
jhttp://www.asahi-net.or.jp/~ad8y-hys/

東京のラーメン屋さん
jhttp://www.hiryu.co.jp/ramen/

ネットサーフレスキューWeb裏技
jhttp://www.ask.ne.jp/~rescue/

引っ越し 更新、 ドンと来い！ 
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提供されている
サービスを
把握しよう
自分が思い描いているホームページを作るた

めには、プロバイダーがどのようなホームページ

のサービスを提供しているのかが重要になる。

たとえば、画像を多く使ったページにしたいの

なら容量が多いプロバイダーを選ぶべきだし、

掲示板やアクセスカウンターのあるページを作

りたい場合は、CGIが使えるかどうかが選ぶポ

イントになるだろう。最近では、プロバイダー

があらかじめいくつかのCGIプログラムを用意

していたりもするので、こういった点もチェッ

クしておきたいところだ。これらを考えないで

プロバイダーを選ぶと、後々のホームページの

管理が面倒になってくる。

たとえば、画像を多く使ったページにしたい

のにホームページの容量が少ないという場合は、

画像の圧縮率を変えたり、新しい画像をアップ

するたびに前の画像を削除するといった手間が

増える。CGIについても、自分が使いたいCGI

プログラムをどこからか見つけてきて、プロバ

イダーに合った設定をしてアップロードすると

いう作業がいる。しかし、あらかじめプロバイ

ダーがCGIプログラムを用意していれば、こん

な手間はいらない。

管理の仕方を解説する前に、もう1つ忘れてはならない大事なことがある。
プロバイダーについてだ。ホームページの容量はどれくらいあるのか、CGIの制限はあるのかなど、
どれも日々の更新や管理にかかわってくる重要なポイントなのだ。

作業としてはちょっとした手間でも、毎日の

こととなると面倒になってしまってホームページ

の更新がおろそかになる。すると、いつのまに

か何か月も変わらないようなクモの巣だらけの

ホームページになってしまう。ホームページの管

理や更新を効率よく行うためには、プロバイダ

ーがどのようなホームページサービスを提供して

いるのかを知っておく必要があるのだ。

最後に、本誌5月号の「後悔しないプロバイ

ダー選び’98」で人気の高かったプロバイダー

に、ホームページサービスについての簡単なア

ンケートを行い、その結果を表にまとめた。プ

ロバイダーを引っ越すときの参考にしてもらい

たい。
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プロバイダー名 基本容量 拡張利用料金 最大容量 CGI SSI シェル 提供しているCGI

So-net 0MB 月額1000円/3MB 15MB ○ ○ ○ アクセスカウンター、メールデコード Apache FTP データが置けなくなる 1か月以内に消去

DTI 5MB 月額200円/1MB 無制限 △ × × 掲示板、アクセスカウンター、アンケート Apache メールで知らせる 1か月以内に消去

BIGLOBE 5MB 月額200円/2MB 25MB ○ × × Netscape FTP メールで知らせる 明確な意志表示がない限り残す

NIFTY SERVE 5MB － － △ × × アクセスカウンター 非公開 FTP、専用ツール データが置けなくなる 1か月以内に消去

DREAM★NET 10MB 月額200円/2MB 50MB △ × × 非公開 FTP データが置けなくなる 2か月以内に消去

ODNダイアルアップ 0MB 月額500円/10MB 20MB △ × × アクセスカウンター、アンケート Apache FTP データが置けなくなる 1か月以内に消去

IIJ4U 2MB － － × × × 非公開 非公開 FTP データが置けなくなる 当日に消去

リムネット 5MB 月額300円/3MB 20MB ○ ○ ○ なし Apache FTP データが置けなくなる 1か月以内に消去

BEKKOAME/INTERNET 20MB － － △ × × Netscape FTP メールで知らせる 数か月以内に消去

ASAHIネット 25MB － － △ × × アクセスカウンター Apache FTP、パソコン通信 メールで知らせる 1週間以内に消去

ALLESNET 5MB 月額500円/5MB 10MB △ × × アクセスカウンター Apache FTP データが置けなくなる

AT&T WorldNet Service 5MB － － × × × アクセスカウンター 非公開 FTP データが置けなくなる 当日に消去

3WEB 10MB 月額1000円/1MB 無制限 ○ ○ ○ アクセスカウンター Apache FTP メールで知らせる 1週間以内に消去

Highway Internet 10MB － － △ × × 掲示板、アクセスカウンター、ウェブメール Apache FTP データが置けなくなる 当日に消去

Panasonic Hi-HO 5MB 月額500円/1MB 無制限 ○ ○ × 掲示板、アクセスカウンター、メール送信 Apache FTP データが置けなくなる 1か月以内に消去

BTNISnet 0MB 月額100円/1MB 無制限 △ × ×

ぷらら 10MB 月額1000円/5MB 20MB △ × × Apache FTP データが置けなくなる 当日に消去

KCOM 2MB － － ○ ○ × アクセスカウンター Apache FTP データが置けなくなる 当日に消去

InfoWeb 5MB － － ○ ○ × アクセスカウンター、クリッカブルマップ Apache FTP データが置けなくなる 1週間以内に消去

ドルフィンインターネット 10MB 月額500円/5MB 100MB ○ × ○ アクセスカウンター Apache FTP 容量追加の申請書を送る 当日に消去

※接続料金形態によってホームページサービスの料金体系の異なるものは、基本容量の多い方を選んだ。
※CGIとSSIについて、「○」の場合は利用可能で、「△」は制限付きで利用可能、「×」は利用不可を意味している。

主要プロバイダー20社のホームページサービス一覧

掲示板、アクセスカウンター、メール送信、
アクセス制御

アクセスカウンター、クリッカブルマップ、
メールバック

掲示板、アクセスカウンター、アンケート、
メール送信、アクセス制御

アクセスカウンター、アンケート、
クリッカブルマップ

WWWサーバー
の種類

アップロード
の方法

容量の制限を超えた
場合の対処方法

契約切れ後の
データの処理方法

FTP、
Dream DeskTop

1週間以内に消去
（ただし、データは1か月間保存）
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のファイルがどこにあるかわかりやすいだろう。

しかし、このフォルダーの階層構造をそのま

まホームページの構成に反映させるだけではい

けない。管理を効率化する目的は手間を省い

たりミスをなくしたりすることだが、これは最終

的にはたくさんの人に見てもらうためなのだ。

この例では、「旅行」の「京都」のページを

見るにはトップページから「趣味」→「旅行」

→「国内旅行」→「関西」→「京都」とたど

らなければならない。これではインターネットで

読者がリンクを「掘る」のに時間がかかりすぎ

てアクセス数が減ってしまうだろう。これを防

ぐには、「旅行」ページから各県や各都市など

の目的のページにジャンプできるサブメニュー

（リンク）を作っておけばいい。

管理の話からは少々離れてしまったが、自分

のパソコンで作成作業をしているときは直接目

的のファイルを呼び出せるし、リンクをたどっ

ても速度は気にならないが、インターネットで

は時間がかかることを忘れてはならない。

ファイルの管理、なかでもローカル側のファイルの管理こそ、ホームぺージ管理術の根幹だと言える。
設計の初期段階からホームページの構成と同時に、
適切なフォルダーの割り振りやファイル名の付け方を考えたい。

また、複数のページで使い回しているボタン

や飾りケイなどの共通パーツは、それぞれのコ

ンテンツのフォルダーには入れないで、ホーム

ディレクトリーに1つのフォルダーを用意してま

とめる。一括管理できるだけでなく、アクセス

してくれた読者にとってもキャッシュができるの

でアクセスが速くなるというメリットがある。

以上の注意点を念頭に置いてこのホームペー

ジのフォルダー構造を考え直したものが図3だ。

「travel」と「bike」はホームディレクトリーの

直下に移動して「hobby」フォルダーを削除し

てしまった。このとき、「hobby」内にその他

の趣味のファイルがあるなら、「その他の趣味」

というようなメニューでフォルダーを残しておけ

ばいい。同様に「pet」は、内容が少ないのな

ら「profile」の中にまとめて入れてしまう。共

通パーツは別に「parts」というフォルダーを作

った。

最後にもう1つだけ注意しておこう。ファイ

ル数が少ないコンテンツ（HTMLファイル1本

と画像1、2点程度）は、ついホームディレク

図1
適切なフォルダーの
構成を考えよう

ホームページ作りはその設計段階から、コン

テンツの内容と同時にフォルダーのツリー構造

も考えていきたい。コンテンツごとにフォルダ

ーを作るのはいいが、あまり階層を深くすると

構造が複雑になって管理しづらいし、階層の奥

にあるコンテンツへのアクセスが減ってしまうか

らだ。

ここでは、図1のようなコンテンツで構成す

るホームページを例に考えてみよう。

図1は、小さな規模の個人ホームページの構

成図だ。メインメニューには4つのメニューを

作り、自己紹介の中にはペットの紹介を置き、

趣味のページにはサブメニューを作って「旅行

の話」と「バイクの話」のページを置く。また

トップページには、「旅行の話」と「バイクの

話」の各ページへの直接のリンクを張っておく

ことにする。

これらのコンテンツでホームページを設計す

るとき、標準的なフォルダーの構成は図2のよ

うになる。

管理の効率とファイルの所在のわかりやすさ

を考えると、この構成をそのままフォルダー構

造にしたい。コンテンツごとにフォルダーを分

ければ、大幅に更新したいコンテンツをフォル

ダーごと簡単に入れ替えられるし、自分でもど
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public_html 
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　　　/diary 

　　　/bike 

　　　/travel 

　　　　　　/abroad 
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　　　/hobby 

　　　/link 
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引っ越し 更新、 ドンと来い！ 

無料で2Mバイトのホームページが持てるとあって大人気
のジオシティーズ。自分のホームページに合ったコミュニ
ティー探してみよう。

管理しやすい
ファイル名を付けよう

トリーに置いてしまいがちだ。しかしこうして

いると、いつのまにか小さなコンテンツのファ

イルでホームディレクトリーが埋まるということ

になりかねない。そのようなコンテンツのファイ

ルは、「others」などのフォルダーを作ってそ

こに置くようにしよう。

public_html 

　　　/profile 

　　　　　　/pet 

　　　/diary 

　　　/hobby 

　　　　　　/bike 

　　　　　　/travel 

　　　　　　　　　/abroad 

　　　　　　　　　/domestic 

　　　　　　　　　　　　/kanto 

　　　　　　　　　　　　/kansai 

　　　　　　　　　　　　　　　/kyoto 

　　　　　　　　　　　　　　　/nara 

　　　/link

容量の限界を超えてしまったら

プロバイダーから与えられたホームページ容量を

オーバーしてしまったらどうすればいいのか。コ

ンテンツを1つも削りたくないなら、まず画像フ

ァイルを小さくしてみよう。ファイル形式を

JPEGにしたり、JPEGの画像なら圧縮率を上げ

ることで容量が節約できる（ただし画像の質は落

ちる）。次に考えるのは一部のコンテンツをバッサ

リ削除してしまう手だ。最後の手段として、削る

のも忍びないが、引っ越しやディスク増設の予算

もないというときは、無料のホームページ設置サ

ービスを利用する。たとえばジオシティーズ

（http://www.geocities.co.jp/）では、無料のメ

ールアドレスとホームページを持つことができ、

2Mバイトのホームページ用スペースが与えられ

るのだ。

図2 図3

ファイル名を付けるときに一番大事なことは、

英字はすべて小文字にしておくことだ。UNIX

のサーバーではファイル名の大文字小文字を区

別するので、自分のパソコンで作成作業をして

いるときは見えていた画像がアップロードした

ら見えないなどの初歩的なミスの多くはこれが

原因だ。また、コーナー内のサブメニューなど、

各フォルダーで最初にアクセスされるべきHTML

ファイルは、「index.html」にしておくことも

忘れてはならない。

これらを踏まえたうえで、ファイル名は、①

ファイル名を見ただけでその内容がわかる名前

を、②ファイル名順にソートしたときにきれい

に並ぶように考えて付けたい。

日記なら「diary.html」、リンクなら「link.

html」などのように、素直なファイル名を付け

ておけば間違いないだろう。

ウィンドウズ95のエクスプローラやファイル

管理・サイト管理ソフトは、原則的にファイル

を名前順に並べ替える。この並べ替えのクセを

考えて、ファイル名には一工夫しておこう。

連番が入るファイル名、たとえば日記を順番

に書き溜めていく場合、ファイル名に付ける数

字は「diary01.htm」、「diary02.html」……

のようにしておく。空桁を0で埋めておかない

と、連番が2桁に達したときにソートが崩れる

ためだ。もちろん、3桁になることが予想され

るときは、001、002としておく。

また、日付や月ごとにファイルを変えて溜め

ていくコンテンツの場合も、ソート順を考えて

ファイル名を付けておく。たとえば1998年5月

のファイルは「9805.html」、週ごとに区切っ

て5月第1週なら「98051.html」（1か月には

5週目までしかないので1桁で十分）といった

ように。2 0 0 0 年以降も続く予定なら

「199805.html」と西暦を4桁にしておいたほ

うがいいだろう。
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せっかく苦労して更新したコンテンツも、リンクを張り間違えると内容を見せられなくなってしまうし、
リンクをクリックしたら「404 File Not Found」というエラーメッセージが出た、では
せっかくアクセスしてくれた人にも申しわけない。
そこで、こうした状態になるのを防ぐために、
ホームページを更新する前には、リンクが切れていないかどうかを必ずチェックしよう。

リンクチェックは
便利なツールで
やろう！

使わなくなった
ファイルは削除しよう

リンクチェックをするといっても、ホームペー

ジからリンクされているページをすべて手作業

でチェックしていくのは面倒で時間がかかるし、

切れているリンクを見逃してしまう可能性もあ

る。また、ダイアルアップ接続をしているユー

ザーは手作業でリンクをチェックしているうち

に電話代がかさんでしまう。そこで、リンクの

チェックを自動的に行ってくれる便利なツール

を利用しよう。

今回はリンクチェックを行ってくれるツール

としてウィンドウズ用には「WebLink」、マッ

キントッシュ用には「WebDataChecker」を

それぞれ紹介する。どちらも簡単な操作でリン

クが存在するかどうかを1ページずつチェックし

てくれる便利なツールだ。右のページで使い方

を解説しているので参考にしてほしい。

また、マイクロソフトの「フロントページ」や

アドビの「ページミル」、日本アイ・ビー・エ

ムの「ホームページ・ビルダー」といった最近

のホームページ作成ソフトの中にはリンクチェ

ック機能を備えたものもあるので、これらのリ

ンクチェック機能を使ってみるのもよいだろう。

自分の作ったホームページでリンクの張り間

違いが発生しないように、ホームページのデー

タをアップロードする前には、必ずリンクチェ

ックをする習慣をつけよう。

ホームページを更新していくと、知らず知ら

ずのうちに使われなくなった「はぐれファイル」

が出てきてしまう。こういったファイルはまっ

たく役に立たないばかりか、貴重なサーバーの

ディスクスペースを浪費してしまい、置きたい

コンテンツがあっても置くスペースがなくなって

しまうことになりかねない。こういった厄介で

不要なファイルはすぐに削除したいところだが、

大量にあるホームページ用のファイルの中から

どのファイルが必要でどのファイルが不要かを

見極めるのは至難の業だ。手作業では間違っ

て必要なファイルまで削除してしまったり、使

われていない不要なファイルをそのままにしてし

まったりする可能性も高い。

では、こういった使われていない無駄なファ

イルは、どのようにして探せばいいのだろうか。

先ほど紹介したリンクチェック用のソフトは、

どれも、どのページでも使われていないファイ

ルを探し出して削除してくれる機能を持ってい

る。このような機能を持つソフトを使えば自動

的に不要なファイルを見つけ出してくれるので、

削除が非常に簡単にできる。また、同時にサー

バーのディスクスペースも有効に利用すること

ができるから、まさに一石二鳥だ。

この機会に、これらの便利なツールを使いこ

なしてリンク切れを発見し、ディスクスペース

を有効に活用したワンランク上のホームページ

管理術を身につけよう。
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引っ越し 更新、 ドンと来い！ 

WebLink

Windows95
■データ

動作環境：ウィンドウズ95、NT4.0

種別：シェアウェア（1,500円）

作者：金子　敦

CD-ROM収録先：CD[A]→Win→Weblink

jhttp://www.bekkoame.or.jp/~a-kaneko/

weblink.htm

WebLinkは、リンクチェックをするHTMLフ

ァイルを開くだけで、ウィンドウズのエクスプ

ローラのようにリンクの関係をツリー状に表示

してくれるリンクチェックソフトだ。切れてい

るリンクには「×マーク」が付くのでどのペー

ジからのリンクが切れているかが一目瞭然。チ

ェックに対応しているのは通常のリンクだけで

はなく、画像やスタイルシートなどHTML 4.0

WebData
Checker

Macintosh
■データ

種別：シェアウェア（1,000～1,500円）

作者：久光一誠

CD-ROM収録先：CD[A]→Mac→

WebDataChecker

jhttp://www.asahi-net.or.jp/~ds1i-hsmt/

software_d/wdc.html

WebDataCheckerは、マッキントッシュ用

のリンクチェックソフトだ。ホームページ全体

のリンクチェックとファイルごとのリンクチェッ

クができるほか、どこにも使われていないファ

イルを探し出したり、更新されているファイル

だけをリストアップしたり、ファイルのサイズを

チェックしたりしてくれる。特に、ファイルの

サイズをチェックしてくれる機能は役に立つ。

マッキントッシュのファイルは、アイコンなど

のデータがあるリソースフォークと呼ばれる部分

おすすめのリンクチェックツールはこれだ！

ウィンドウズ95のエクスプローラに似たインターフェイス
で使いやすい。ホームページがどのような構造になってい
るのかも一目瞭然だ。

チェックした結果も、それぞれの項目に分かれていて見や
すい。

リンクチェックが終わると結果がログに記録される。

非常にシンプルでわかりやすいインターフェイス。外部へ
のリンクはリストアップはしてくれるが、リンクチェック
まではしてくれないのが残念。

に準拠したタグもOKだ。

そのうえ、チェックできるリンクはホームペー

ジの内部へのリンクだけではない。オプション

の「絶対パスのURLもチェックする」をチェッ

クすれば、http://www.impress.co.jp/といっ

た外部へのリンクもチェックすることができる。

また、サーバーによってはファイル名の大文

字と小文字を区別するため、これらの文字種の

違いによってリンクが切れてしまうこともある。

これらの問題が生じないように文字種を自動的

に変更してくれる設定も可能だ。

さらに、ファイルをFTPサーバーにアップロ

ードする機能や、FTPサーバーにあるリンクさ

れていない不要なファイルを検索したり削除し

たりする機能も備えている。

と、プログラム本体のあるデータフォークと呼

ばれる部分で構成されていて、マッキントッシ

ュの「情報を見る」メニューで得られるファイ

ルサイズはこのリソースフォークとデータフォー

クのサイズを合計したものなのだ。しかし、プ

ロバイダーに登録するのはデータフォークの部

分だけなので、ローカルのハードディスクにあ

るときのサイズと、ウェブサーバーにアップロー

ドしたあとのサイズが異なってくる。WebData

Checkerのサイズチェック機能は、WWWサ

ーバーにアップロードしたあとのサイズを表示し

てくれるので、ホームページの容量を有効に使

える便利な機能だ。

さらに、WebDataCheckerには「更新ファ

イル転送OT_PPP」というプログラムが同梱さ

れている。このプログラムを起動すると自動的

にPPP接続を開始して、マッキントッシュの定

番FTPクライアント「Fetch」を起動し、更新

されているファイルだけを所定のディレクトリー

にアップロードしてくれるのだ。
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リンクチェックが終われば、あとはホームページを公開するだけだ。
多くのプロパイダーではFTPサーバーにファイルをアップロードすることでホームページを公開できるようになっている。
FTPサーバーにファイルをアップロードするにはFTPクライアントソフトを使うのはもちろん、
ホームぺージを更新するときには、通常とは違ってダウンロードではなくアップロードをするほうが圧倒的に多い。
そこで、ここではホームページ更新のための上手なアップロードの方法を解説しよう。

人気のFTPクライアントソフト「Fetch」（上）と「FTP
Explorer」（下）。ソフトウェアなどをダウンロードすると
きには非常に便利だが、ホームページの更新には向いてい
ない。

時間とお金を節約できる
便利ツールを使おう

通常のFTPクライアントソフトはファイルの

ダウンロードを主に考えて作られたものが多く、

ホームページを更新するときには面倒な操作が

必要だ。たとえばホームページを構成するファ

イルを複数のフォルダーに分けて管理している

場合を考えよう。

まず、サーバーに接続したら、ローカルのハ

ードディスクの中のフォルダーごとに更新され

たファイルを探し出す。次に、サーバーの中の

対応するディレクトリーに移動してからアップ

ロードする。さらに、いらなくなったファイル

を削除するという作業を何度も繰り返さなくて

はいけない。簡単な作業に思えるかもしれない

が、実際にやってみると何度も繰り返さなけれ

ばならないので意外に骨の折れる作業だ。特に

頻繁にホームページを更新する場合、この作業

はかなりの負担になってしまう。また、人間が

やることなので、うっかりアップロードをし忘れ

て更新しなければならないページを更新してい

なかったりと、どうしてもミスが起きがちだ。

そこで、ここではホームページの更新に便利

な専用のツールを紹介しよう。これらのツール

はサーバーにあるファイルとローカルのハードデ

ィスクにあるファイルの日付を比較して、サー

バーにあるよりも新しいファイルがハードディス

クにあったときに、該当するファイルだけを自

動的にアップロードしてくれる。また、1つの

フォルダーだけでなく複数のフォルダーの内容

も比較してくれるから、アップロードし忘れな

どのうっかりミスもなくなる。このようなツール

を使えば人間が確認するよりずっと早く作業が

終わるので、時間の節約にもなる。また、イン

ターネットに接続する時間も少なくて済むので

電話代の節約にも一役買ってくれる。これらの

ツールを使って浮いた時間は、より内容の充実

したホームページ作りにあてよう。
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引っ越し 更新、 ドンと来い！ 

Web
Exchange

Windows95
■データ

動作環境：ウィンドウズ95、NT4.0

種別：フリーソフトウェア

作者：鈴木聖史

CD-ROM収録先：CD[A]→Win→

Webexchange

jhttp://www.toyota.ne.jp/~kawauso/web/

Web Exchangeは、更新されたファイルだ

けをFTPサーバーにアップロードしてくれるホ

ームページ更新ツールだ。ボタン1つでホーム

ページの更新ができ、一度使うと手放せなくな

る便利なツールだ。

設定は簡単で、FTPサーバーのホスト名、ホ

ームページ更新用のアカウント（ID）とパスワ

ードを入力して、「サーバーパス」にはホームペ

ージをアップロードしてあるサーバーのディレク

トリーを指定する。一般に「public_html」や

「www」というディレクトリーが多いようだが、

Web Fetch
Manager

Macintosh
■データ

種別：シェアウェア（1,000円/シングルユーザ

ー、10,000円/サイトユーザー）

作者：山田正悟

jhttp://www.vector.co.jp/vpack/browse/software/

mac/net/sn045495.html

Web Fetch Managerは、名前のとおりマッ

キントッシュの定番FTPクライアント「Fetch」

と連携してホームページのデータをアップロード

するツールだ。更新したファイルをWeb Fetch

Managerにドラッグアンドドロップするだけで、

WWWサーバーの所定のディレクトリーにアッ

プロードしてくれるので、ディレクトリーを行っ

たり来たりしてデータをアップロードする手間

転送状況と転送ファイル数が表示されるので、アップロー
ドの進み具合がよくわかる。

更新したファイルをWeb Fetch Managerにドラッグアン
ドドロップすると、Fetchが起動してデータのアップロー
ドが始まる。

「サーバーパス」がよくわからない場合は、「検索」ボタン
を押してホームページのトップページのファイル名を入力
しよう。自動的に設定してくれる。

一番上のフォルダーを「root」という名前にする。多くの
プロバイダーの場合は、このフォルダーの下に
「public_html」といったフォルダーが必要になる。

プロパイダーによって設定が異なるので、よく

わからない場合には「検索」ボタンを押してホ

ームページのファイル名を入力し、「Go」ボタ

ンを押せばサーバーのパスを自動的に設定して

くれる。また、作者のページにある「プロバイ

ダー設定情報コーナー」も参考になる。次に、

「ローカルパス」にホームページを構成している

ファイルが置いてあるフォルダーを指定する。

設定が終わったら、あとは「接続」ボタンを

押すだけでホームページをアップロードをしてく

れる。転送状況は随時プログレスバーにパーセ

ント表示されるので、どのくらいアップロード

が進んでいるのかが一目でわかる。

なお、Web Exchangeを使うにはインターネ

ットエクスプローラ3.0以降をインストールして

いることと、Visual Basic 5.0SP2以降のラン

タイムが必要だ。次のURLでインストーラーも

入った「VB53RTM1.EXE」（フリーソフトウ

ェア）が入手できる。

VB53RTM1.EXE入手先
jhttp://www.vector.co.jp/vpack/browse/

software/win95/util/sn062056.html

が省けるというわけだ。

このツールを使う前に、FetchにWWWサー

バーを登録しておく必要がある。また、ホーム

ページのデータを入れておく一番上のフォルダ

ーを「root」としておくとか、WWWサーバー

にホームページのフォルダー階層をあらかじめ作

成しておくとかいった決まりごとがいくつかある

ので、マニュアルをよく読んでから使うように

しよう。

これらの決まりごとをすべてやってしまえば、

更新したファイルをWeb Fetch Managerにド

ラッグアンドドロップするだけでOKだ。ファイ

ルを1つ1つアップロードすることはもちろん、

複数のファイルを同時にアップロードすること

もできる。

また、同様の機能を持つWeb Upload

Manage r というソフトもあり、こちらは

Anarchieと連携してホームページのデータをア

ップロードするツールだ。Anarchieユーザーは

こちらをチェックしておこう。

おすすめホームページ更新ツールはこれだ！

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



ファイルバックアップの例 
 
　 
 
7月1日更新分 
photo070101.jpg 
 
photo070110.jpg

　　 
 
7月1日更新分 
photo070101.jpg 
 
photo070110.jpg 
6月21日更新分 
photo062101.jpg 
 
photo062110.jpg 
 
 
作成時の元データ 

　 
 
7月1日更新分 
photo070101.jpg 
 
photo070110.jpg 
6月21日更新分 
photo062101.jpg 
 
photo062110.jpg 
 
 
作成時の元データ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

ローカル 
（自分のPC） 

サーバー 
（プロバイダー側） 

リムーバブルディスク 
（MO、CD-Rなど） 

254 INTERNET magazine 1998/8

サーバーや自分のパソコンがクラッシュしたときのためにも、
ホームページのデータのバックアップは必須だ。
また、履歴として定期的にデータをバックアップしておけば、
ホームページ作成の作業の効率化にもつながるのだ。

作業途中ファイルの
バックアップ

クラッシュ対策と
履歴保存としての
バックアップ

ここではわかりやすいように更新ファイルをJPEG
のデータファイルだけで示してみた。
更新で追加するのではなく書き換える場合、アップ
ロード時に上書きするため、サーバーには最新のフ
ァイルしか置けないことになる。しかしユーザーの

PCやリムーバブルディスクでは、リンクや容量を気
にせずに最初の作成時から現在までのすべてのファ
イルをとっておける。こうしておけば、このどれか
がクラッシュしたり過去のファイルが必要になった
ときでも簡単に復旧できる。

ホームページ用の画像の加工にはけっこうな

手間がかかる。作業の効率化のために、作業途

中のファイルは上書きせずに別のフォルダーに

保存しておき、後の更新作業に役立てるように

したい。たとえば、背景用のテクスチャーや

JPEGやGIF圧縮前の画像などだ。背景のテク

スチャーはほかの画像との抜き合わせに必要に

なるし、圧縮前の画像は、高い画質を維持し

たままの再圧縮の際に必要になる。

ホームページのデータ、つまりすべてのファイ

ルをバックアップする意味は2つある。1つはサ

ーバーや自分のパソコンがクラッシュしたときに

速やかに復旧するため。もう1つは履歴をとっ

ておいて過去のファイルを参照するためだ。

通常、ホームページは、ローカル（ユーザー

のパソコン）側とウェブサーバー側の両方にフ

ァイルが残る。自分のマシンが壊れたらウェブ

サーバーからファイルをダウンロードしてくれば

復旧できるし、万が一ウェブサーバー側のデー

タが消えてしまったら、アップロードしなおせ

ばいい。この場合は、最新のデータだけをバッ

クアップしておけばいいだろう。サーバーと自分

のパソコンの両方のデータが同時に消えること

はそうあるものではないが、もし心配ならMO

やCD-Rといったリムーバブル記憶メディアに

バックアップしておけば、より安心だ。

こういったクラッシュ対策とは別に、履歴と

しても定期的にバックアップをとっておきたい。

サーバー上のホームページデータのファイルは、

更新時には同じフォルダーの中で上書きしてい

くため、ちょっと前のホームページを見直した

いと思っても、上書きされていて見ることがで

きない。更新の前にバックアップをとっておけ

ば、これを防ぐことができる。また、コンテン

ツの構成上、過去のページを参照する必要が出

てくる場合もある。そんなときにバックアップ

がないと、新たにコンテンツを作らなければな

らないが、ちゃんととってあればリンクを張っ

てアップロードするだけですむのだ。
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ホームページを持ってはみたが、やっぱりCGIを使いたいとか、
アクセスが増えて重くなってきたとかの理由でプロバイダーを乗り換える、
つまりホームページの引っ越しを考えている人もいるだろう。
この項では、引っ越しの際の注意点とデータの移行方法を紹介しよう。

なぜ引っ越すか

引っ越すときの
作業と注意点

冒頭で「ホームページを引っ越そう」と書い

たが、なぜ引っ越しをする必要があるのだろう。

やっと始めたホームページが、定期的に更新で

きるようになってある程度の固定ファンが付い

てきたのに、わざわざURLを変えて見つけにく

くするなんて……という疑問を持つ人もいるだ

ろう。

もちろん、引っ越すにはいくつかの理由があ

る。まず、ホームページ作りが楽しくて更新も

うまくいってしまい（？）、プロバイダーから与

えられた容量では不足しがちになってきた場合。

画像を多く使っているか、今後使いたいという

場合がこれだ。現在のプロバイダーにより大容

量のコースが用意されていれば引っ越さなくて

もすむが、より安価なプロバイダーがあれば、や

はり引っ越しを考えたほうがいいだろう。

次に他のプロバイダーにあるホームページに

比べて極端にアクセスが重い場合。最後にアク

セスカウンターや掲示板などのCGIが使いたい

のに使えない場合だ。この2つのケースはユー

ザー側でもプロバイダー側でも対処できないの

で、引っ越さざるを得ない。

そこで引っ越し先プロバイダーの選び方だが、

ホームページ容量とCGIが使えるかは、直接問

い合わせたり本誌のプロバイダーデータを見た

りすればわかる。しかしアクセスの重さは実際

に置いてみないとわからない。無料のホームペ

ージ試用期間が用意されていて実際に試せれば

いいが、そんなサービスはまれだ。現実的には

そのプロバイダーのユーザーホームページにアク

セスしてみて、「感触」を確かめるしかないだろ

う。本誌5月号を持っている人は、特集の「後

悔しないプロバイダー選び '98」も参考にして

もらいたい。

ホームページの引っ越しというのは、あるサ

ーバーから別のサーバーにファイルを移動する

ということだ。実際に必要な作業は、以下のよ

うなことだ。①新しいサーバーにホームページ

をアップロードし直す。②CGIを使っていれば、

そのデータを旧サーバーから新サーバーに移す。

③旧サーバーのファイルを消す。④旧ホームペ

ージに移転のお知らせを出し、またリンク先や

友人に移転のメールを出す。以上を行えば、ま

ず移転は完了と言えるだろう。

このときに注意することは、サーバーにファ

イルを残さないことだ。それまでCGIやSSIス

クリプトを使っている場合、必要なプログラム

やデータを自分のパソコンにバックアップした

り、新サーバーに移動したあとに余分なプログ

ラムやデータのファイルを残してはいけない。プ

ログラムはもちろん、データファイルもサーバー

に残しておくとセキュリティーホールになる可能

性があるからだ。特にCGIなどを使っている場

合、プロバイダー（サーバー）によっては、自動

的に「※.bak」のような拡張子でバックアップ

ファイルを作成していることがある。引っ越す

ときにあわてないように、不要ファイルはサー

バーからは削除しておくように心がけておきた

い。「立つ鳥跡を濁さず」の気持ちで気を付け

よう。

引っ越しの実作業だが、HTMLや画像のよう

な単に読み出すだけのファイルは、元のファイ

ルが自分のパソコンの中にある。だからそれま

で旧サーバーに行っていたように、新サーバー

にFTPなどでアップロードすればいい。問題な

のがCGIなどで生成された、アクセスカウンタ

ーや掲示板などのサーバーにしかないデータの

移動だ。これについてはひと言では説明できな

いので、次ページで解説しよう。

また検索サイトやリンクをたどって初めてホ

ームページを見に来てくれた読者や、これまで

のファンや、リンクを張ってくれているページ

のオーナーのために、移転のお知らせも必要だ。

こちらについても、次ページ以降で詳しく説明

しよう。
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前ページに書いたように、HTMLや画像など

のファイルの引っ越しは簡単だが、ではCGIの

プログラムや生成されたデータはどうしたらいい

のだろう。

自作やウェブからダウンロードして使ってい

るCGIプログラムは、自分のパソコンに残って

いるはずだから、それを新しいプロバイダーの

システムに従ってアップロードすればいい。も

しこれまでプロバイダーのサーバーに用意された

ものを使っているようなら、新しいプロバイダ

ーに用意されているのものに合うように指示に

従ってソースコードを書き直すか、新たにCGI

プログラムを手に入れてアップロードするしかな

い。CGIの扱い方はプロバイダーによって大き

く異なることがあるので、その説明に従ってほ

しい。

それよりも問題になるのは、CGIで生成した

データのほうだ。だが、アクセスカウンターの

数値くらいなら（プロバイダーのシステムやCGI

のプログラムによるが）、新たにアクセスカウン

ターを設置するときに、カウント開始の数値を

CGIプログラムとデータの引っ越し

前のページで、ホームページのデータはプロ

バイダーを引っ越してもそのまま使えると説明

したが、これはリンクがすべて相対パスで書か

れている場合だ。

「パス」とは、あるHTMLファイルからほか

のディレクトリーにあるファイルや画像を参照

する道筋のことで、「絶対パス」と「相対パス」

の2種類がある。絶対パスは今の位置とは関係

なく、ディレクトリーの階層の一番上からリン

クするファイルの位置を示すものだ。たとえば

「index.html」というファイルを指し示す場合、

一番上にある「/」というディレクトリーを基準

にすると

<A HREF=”/yaginuma/public_html/

hobby/book/index.html”>

のようになる。「/」というディレクトリーの

位置は不変なので絶対パスという。この「/」

について説明すると、一番左の「/」は「/」と

いうディレクトリーを表しているが、それ以外

の「/」はディレクトリーの区切りを表している。

相対パスは任意の場所からリンクするファイ

ルがどこにあるのかを示すものだ。たとえば

「music」というディレクトリーから同じように

「index.html」を指し示す場合

<A HREF=”../book/index.html”>

のようになる。「..」は上のディレクトリー

（ここでは「hobby」）を表すものだ。

絶対パスは、CGIなどを使うときにプロバイ

「0」ではなく、それまでの数値を設定すればい

い。この手が使えるかどうかはプロバイダーの

マニュアルを見るか問い合わせてみてほしい。

では、掲示板のデータはどうしよう。これは

データファイル（たとえば掲示板のテキストデ

ータなど）を必ずバイナリーモードでダウンロー

ドして、それをそのままアップロードするのがい

い。サーバーはUNIXで、自分のパソコンはウ

ィンドウズ95やMacOSという違

いから、ヘタに編集すると改行コ

ードが変わったりして、その後正

常に動かない可能性があるからだ。

こんな作業が面倒なら、引っ越

しを機に掲示板も一新してゼロから始め直すの

もいい。過去の書き込みを置きたいなら、lzh

ファイルなどに圧縮してダウンロードできるよう

にしておくのもいいだろう。

最後に、もし新旧両方のプロバイダーがシェ

ルサービスを持っていて、さらにUNIXにも精

通しているというのなら、「TAR」でファイルを

まとめて「GZIP」で圧縮してダウンロードし、

それをアップロードしたあとで逆の手順で展開

するという方法もある。ただしこの方法では、

一歩間違えるとファイルを壊したりする可能性

がある。ここを読んだだけで理解できる人以外

は絶対にやらないでほしい

ダーから指定されているといった場合以外はほ

とんど使わない。というのも、絶対パスで書い

ておくと、引っ越した先のプロバイダーで指定

されたフォルダーが「/yaginuma/public_html」

ではなく、「/yaginuma/www」というフォル

ダーだったら絶対パスで書いたリンクはすべて

エラーになってしまい、全部書き直さなくては

いけなくなる。その点、相対パスでリンクを書

いておけば、上のほうの階層の名前を気にする

ことなく、そっくりそのまま使えるのだ。

引っ越すときのために相対パスで書こう

新 

プロバイダー 

旧 

プロバイダー 

Win95 
Mac 
 

ここでは 
一切編集しない 

CGI データを 
アップロード 

（バイナリーモード） 

CGプログラムを 
アップロード設定 
（バイナリーモード） 

CGI データを 
ダウンロード 

（バイナリーモード） 
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ホームページを引っ越すとなると自分のことだけでなく、その読者のこと

も気にしなければいけない。ホームページでのお知らせや通知メールは前述

したが、すでに登録済みの検索サイトへの登録データの訂正も早めに行って

おきたい。また、この機会にいろいろな検索サイトにも登録しておくといい

だろう。ホームページは作っただけでは誰も来てくれない。周知させる努力

が必要だ。

ただし、検索サイトに登録するのもけっこう時間と手間のかかる作業だろ

う。いくつもの検索サイトに登録しようと思ったらなおさらだ。そこでおす

すめするのが、複数の検索サイトに一度の手続きで登録できる「さぶみっと!」

（http://submit.dragon.co.jp/）だ。こういった便利なサービスを活用し

て、時間を有効に使うようにしよう。

引っ越しの
お知らせを出そう
引っ越し先のURLが決定したら、すぐに現在のホームページ上で告

知しておこう。現在のホームページがなくなるのはプロバイダーとの契約

が切れるまでだ。それまでの告知期間が長ければ長いだけ、広く知って

もらうことができる。そして引っ越し作業が完了したら、それまでのホー

ムページのコンテンツの代わりに「貼紙」をしておくといい。その貼り紙

には、自動的に引っ越し先を表示するようなタグを使えばより親切だ。

<HEAD>

<TITLE>引っ越しました</TITLE>

hh<META HTTP-EQUIV="Refresh" CONTENT="5;URL=http://

www.hikkoshi.saki/">

</HEAD>

たとえば引っ越し先のURLを「http://www.hikkoshi.saki/」とす

ると、上記のようになる。この中のhhの部分が、引っ越し先のホーム

ページに自動的にジャンプさせるタグだ。

リンクしてくれている
ページにも知らせよう

相互リンクなどでメールアドレスを把握している読者には、電子メールで

引っ越しを知らせればいい。しかし自分で把握していないリンク先には伝え

られない。そんなときは、検索サイト「goo」の逆リンク検索サービス「リ

ンク先URL」で探してみよう。自分のホームページのURLを入力するだけ

で、リンクしてくれているページが見つかるはずだ。またCGIが使えるサー

バーなら、どこからアクセスしてきたかを調査して逆リンクをチェックできる

CGIスクリプトの「アクセス解析」をあらかじめ設置しておくと便利だ。

●アクセス解析入手先URL

jhttp://www.ask.ne.jp/~rescue/

検索ページに再登録しよう

「さぶみっと！」には無料版
と有料版がある。無料版でも
30サイトへの登録が可能だ。

検索フィールドに自分のホームページのURLを入力し
て、メニューから「リンク先URL」を選んで検索ボタ
ンを押す。すると、リンクしてくれているページがズラ
ッと表示される。
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更新頻度は
「定期的であること」を
大切に

ホームページの更新は、頻度の高さより

も、定期的であることを大切にしたい。2、

3日続けて更新されているなと思ったら、次

に更新されたのがその1か月後。これでは読

者はついきてくれない。このように不定期に

更新するよりも、週1回なら週1回のペース

をきっちりと守り、読者に「毎週月曜に見

に行けば必ず更新されている」というような

信頼感を持ってもらうことが大切だ。もち

ろん、決めた更新周期の中なら何回更新し

てもかまわないだろう。

もちろん「毎日更新」でもかまわないが、

読者もヒマな人ばかりではない。週に1回程

度の更新ペースを維持できれば、十分に読

者も満足させられる。それが難しければ隔

週や月1回でもかまわない。多少更新ペー

スを落とすことは、かえってその分内容を濃

くすることにもつながるだろう。

更新の際のボリュームや内容の質につい

ても、個人が趣味で作っているページなの

だから、無理せずできる範囲のものでかまわ

ない。ただし、更新ペースを維持するため

だけに惰性でコンテンツを作りだすようにな

ったら、危険だと考えたほうがいい。そんな

ときはしばらく休んだり、ペースを落とした

りしてみるのも1つの手だ。

ただし、なんらかの事情で更新ペースを維

持できなくなったときは、その旨を読者に知ら

せる。なんの予告もなく更新を休んでは読者

ががっかりするし、何度もそういうことがある

ようでは、せっかくのリピーターも離れてい

ってしまう。読者のブックマークから削られ

てしまわないよう、信用の維持には細心の

注意を払いたい。とはいっても、それはさほ

ど難しいことはない。読者の立場になって、

少し気を利かせればいいだけなのだから。

更新しやすい
コンテンツを作る

これは管理術にも通じるのだが、定期的

な更新を行うために、更新しやすいコンテ

ンツを考えよう。「更新ペースを維持するた

めだけに惰性でコンテンツを作るのはよくな

い」と前述したが、無理なく更新できるコ

ンテンツを設け、スムーズに更新ができるよ

うにすることは管理上も有効だ。

「更新しやすい」コンテンツとしては、個

人ページでは、「日記」が非常にメジャーだ。

日記でなくても、身近な出来事をテーマに

したエッセイや時事論のようなコンテンツは、

定期的に更新しやすい。

旅行が趣味だからといって定期的に旅行

に行くのは難しいが、写真や絵が趣味なら、

定期的に作品を追加していってもいい。自

分の中で更新しやすいコンテンツを考え、そ

れを毎回の更新の柱にしよう。

メールを使って
更新を知らせる

これも管理術にからんだ話だが、どうして

も定期的な更新ができないときは、更新し

たときにメールを使って読者に知らせるサー

ホームページの管理というのは、
できるだけ多くの時間と情熱を
ホームページの作成と運営に当てられるようにするための作業だ。
だから、これまで紹介したテクニックやツールを使って
管理で楽ができるようになったら、そこにとどまらず、
さらに魅力あるホームページ作りに励んでほしい。
ここでは運営について、
いくつかの効果的なテクニックを紹介してみたい。

「まぐまぐ」はたくさんの人にメールマガジンを発行するサービスだ。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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ビスを利用してみよう。ホームページにフォ

ームを設置したりお知らせを出したりして、

希望者にメールアドレスを送ってもらう。そ

のリストの人たち宛てに、ホームページを更

新したときにメールを送って知らせるのだ。

手間のかかる方法だが、ここまでやればリピ

ーターはかなり高い確率で見に来てくれる。

それに、メールによる反響の数も多くなるだ

ろう。もちろん、メールアドレスを管理しや

すいように、電子メールソフトのフィルター

機能を使うなどして、1つのフォルダーにま

とめておくことが重要だ

数十人程度の規模なら自分の電子メール

ソフトで送ってもいいが、もっと大がかりに

やりたいなら「まぐまぐ（http://www.

mag2.com/）」を利用して配信する方法も

ある。ただし、「まぐまぐ」はあくまでもメ

ールマガジンを発行するサービスなので、

「ホームページを更新しました」ということ

だけを知らせる目的では利用できないので注

意しよう。

掲示板など
コミュニケーション用の
システムを設置する

掲示板やチャットなど、ホームページ上で

自由に書き込みができるコミュニケーション

用のシステムは、最近は珍しくなくなってき

た。こういったものは、うまく運営できれば

非常に高いメリットを得ることができる。

従来、ホームページを通じてのコミュニケ

ーションは、メールによる「読者-作者」間

の1対1のものが主であった。ところが掲示

板を使えば読者同士の会話も生まれ、多人

数が同時に話題に参加できる。また、たい

ていの人は、メールを出すよりも掲示板に

書き込むほうが敷居が低いと感じるようだ。

このように、掲示板を利用すればホームペ

ージを中心としたコミュニケーションに大き

な広がりが出てくる。

もし掲示板に1日1件以上書き込みがあ

れば、そのホームページは「毎日なにかしら

更新されているページ」ということになる。

これはリピーターの来訪ペースアップ、アク

セス数の上昇にもつながる。

もちろん、このように順調に掲示板が

「育って」くれるためには、相応の努力が必

要だ。作者はホスト役としてうまく話題を

コントロールし、時にはトラブルを仲裁して

やらなくてはならない。常連が増えて盛り上

がれば楽しいが、常連だけの閉鎖空間にな

ってしまうとコミュニケーションが閉塞して

しまう。

ほどよく盛り上がり、ほどよく開放的な

雰囲気を維持するのは、会員制のBBS（草

の根ネットなど）とはまた少し異なるリード

が必要なようだ。作者はあくまでホームペー

ジの制作に主眼を置き、掲示板の話題に関

しては多少突き放したスタンスをとるのがい

いだろう。メインのコンテンツはあくまでほ

かにあり、読者のすべてが掲示板を見てい

るわけではないのだから。

掲示板を設置するには、3通りの方法が

ある。

①自分でプログラムを作って、設置する。

②ホームページに公開されているプログラ

ムをダウンロードして、自分で設置する。

③レンタルサービスを利用する。

このうち、①と②の方法を採るためには、

プロバイダーがCGIの利用を許可している

必要があり、またサーバーやプログラムに関

する詳しい知識が要求される。よほど自信

のある人以外には③をおすすめしたい。

掲示板のレンタルサービスは、プロバイダ

ーが会員向けに行っているものと、業者や

個人が一般向けに行っているものがある。プ

ロバイダーがサービスを提供していればベス

トだが、そうでなければ外部のものを利用さ

せてもらおう。

ラクラク管理術で
コンテンツ作りに
力を傾けて
人気ページになろう

人気のある個人ホームページを作る第一の

条件は、優れたアイデアや表現能力といった、

個人のキャラクターに大きく依存する部分だ。

しかし、たとえ優れたアイデアのホームペー

ジであっても、更新がおざなりであったり、フ

ァイル管理が破綻して更新する意欲が減退し

てしまったりしては人気ページにはなれない。

「人気ページ」の定義はあいまいだが、アクセ

ス数が多ければ、とりあえず人気ページだと

いっていいだろう。個人ホームページでは1日

100アクセスが1つの目標といわれるが、この

数字自体はそれほど遠い目標ではない。もち

ろん、あまりにマニアックな内容のページな

ら、アクセス数はもっと少なくなってしまうだ

ろうが、それでも読者からの反響が集まり、

自分にとってプラスになる出会いがあればホ

ームページを作ってよかったと思えるはずだ。

このように、自分の求めるものが得られれば、

それで「人気ページ（＝成功したホームペー

ジ）」になったといえるだろう。

「作成」の陰に隠れがちだが、管理術は、

人気ページを支える重要な要素の1つだ。こ

こまで解説してきたテクニックをベースとし

て、有意義なホームページ作りを目指してほ

しい。

■主な掲示板レンタルサービス

●K&T Software
jhttp://www13.pair.com/ktsoft/
年額2,400円で利用できる掲示板レンタルサービス。

●金さんネットの伝言板無料レンタル
jhttp://www.kinsan.ne.jp/fram.html
広告バナーを貼り込んだ無料の掲示板レンタルサービス。

●ティーカップ・コミュニケーション
jhttp://www.tcup.com/
広告バナーを貼り込んだ無料の掲示板レンタルサービス。
有料で、より高機能な掲示板のサービスもある。

●ジオシティーズ
jhttp://www.geocities.co.jp/
コミュニティーに入会すると、掲示板（ゲストブック）や
チャットなどのシステムが利用できる。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



 

Copyright © 1994-2007 Impress R&D, an Impress Group company. All rights reserved. 

［インターネットマガジン バックナンバーアーカイブ］ ご利用上の注意 

 

この PDF ファイルは、株式会社インプレス R&D（株式会社インプレスから分割）が 1994 年～2006 年まで

発行した月刊誌『インターネットマガジン』の誌面を PDF 化し、「インターネットマガジン バックナンバー

アーカイブ」として以下のウェブサイト「All-in-One INTERNET magazine 2.0」で公開しているものです。 

 

http://i.impressRD.jp/bn 

 

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。 

 

 記載されている内容（技術解説、URL、団体・企業名、商品名、価格、プレゼント募集、アンケートなど）は発行当

時のものです。 

 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 

 

 

 

 このファイルに関するお問い合わせ先 

 

All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


